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国土交通省技術センターの紹介③

国土交通省 関東維持管理技術センター　副センター長
　　　　　　　 （関東地方整備局　関東技術事務所長）　鈴
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国土交通省関東維持管理技術センターの
活動概要（その 2）

〜急速に進む構造物の老朽化に対応するための技術開発を効率的に推進します〜

前号に続き，今号では関東維持管理技術
センターの活動概要のうち，機械設備の取
組み，地方公共団体への支援等について紹
介する。

【前号掲載の活動概要（その 1）から続きます】

2.	 	分野別，技術開発の	
主な取組み

⑶　機械設備の取組み
①　故障情報の解析
1）‌‌　機械設備の故障情報の整理・分析
機械設備の過去の故障情報を整理・分

析することにより，故障頻発箇所の絞り
込み（図－ 1，2），主要な故障モードお
よび故障原因等の把握を行っている。
このような解析によって設備の弱点が

明確になり，致命的機器を抽出する
FMEA（故障の影響解析）やシステム
のリスクを評価できる FTA（故障のツ
リー解析）等の信頼性評価手法を活用で
きるようになる。
故障実績の多い河川ポンプ設備の主原

動機，主ポンプ設備，河川用ゲート設備
の開閉装置については，状態監視保全に
資する診断技術の普及に努めている（②
項参照）。

図－ 1　河川ポンプ設備：装置別 故障件数

図－ 2　河川用ゲート設備：装置別 故障件数
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2）‌　排水ポンプ設備のリスク分析・仕様改善
排水ポンプ設備が構成機器とシステム設計に

よって潜在的に有するリスクを，故障情報に基
づき定性的・定量的に分析し，維持管理や危機
管理に資する取組みを行っている。
具体的には，一般的に故障が多い機器を特定

し，設備仕様の改善を提案するとともに，排水
ポンプ設備を対象とした予備品の選定および管
理を計画的に実施する手法の検討等を行ってい
る。

②　新しい状態監視技術の普及
1）　主ポンプ設備の診断技術
排水ポンプ設備は，普段は動かないが洪水時

には確実に稼働しなければならない待機系設備
である。このような待機系設備の不可視部分
（羽根車や水中軸受等）の状態監視は，技術的
に確立されていないため，従来は分解整備等を
行わなければ状態を確認できなかった。そこ
で，関東維持管理技術センターでは，国立研究
開発法人土木研究所（以下，「土研」という。）

の先端技術チームの指導により，主軸の振動解
析，工業用内視鏡によるポンプ内部の撮影など
によって，不可視部分の劣化を把握する診断技
術の現場導入を図っている。
本手法では，写真－ 1に示した渦電流式変位
計測センサにより計測したデータに基づいて，
振動波形や発生周波数を確認することにより，
異常兆候（主ポンプ主軸のアンバランス・曲が
り，水中軸受のゆるみ，羽根車の摩耗等）を推
定している。図－ 3の計測波形では回転数成分

写真－ 1　主ポンプ振動解析

図－ 3　主ポンプ主軸振動データ解析例
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が高く，アンバランスが疑われるケースであ
る。図－ 4は，主ポンプ主軸の軸に対して垂直
方向の動き（軸芯の軌跡）を平面図にプロット
し，軸の触れ回り状態を確認するものでリサー
ジュ図という。図の形状や触れ回りの大きさ等
を確認することにより，異常の有無を判定する
ものである。
また，一定の供用年数を経過した場合，ある
いは羽根車等の異常が懸念される場合，図－ 5
に示すとおり工業用内視鏡による羽根車撮影を
行う診断技術を提案している。

2）　ジェットファン吊金具打音点検
トンネル覆工に固定されるジェットファン

は，主にあと施工アンカーで支持されており，
アンカー金物や周辺コンクリートの劣化の有無
を目視と打音によって確認している。
平成 26 年度より，打音点検の定量的な評価

手法の検討に着手し，ボルトの有効長と打音周
波数の関係に着目した試験を行っている（写真
－ 2）。

③　維持管理計画に関する支援
機械設備の点検時における計測データを用い
て，「傾向管理評価シート」（図－ 6）を作成し，
当該設備を管理する事務所に提供している。
数年分の点検データの変化傾向から設備の劣化
状況を把握することを目的としており，各直轄事
務所が作成する設備ごとの維持管理計画における
中長期および各年度保全計画の立案に活用されて
いる。

図－ 5　工業用内視鏡による主ポンプ羽根車の撮影

写真－ 2　ジェットファン用アンカー打音構内試験

図－ 4　リサージュ図
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④　機械設備維持管理システムの運用
1）　機械設備維持管理システムの整備
機械設備維持管理システム（図－ 7）は，揚
排水ポンプ設備・ゲート設備・トンネル換気設
備・道路排水設備等の河川や道路における機械
設備の機能保全，危機管理対策および維持管理
計画の立案等に資するため，設備台帳・点検情
報・運転情報・故障情報等を蓄積するとともに
健全度評価等の管理ツールを備えたデータベー
スである。関東維持管理技術センターでは，シ
ステムの普及および有効活用を図るとともに，
データベースのメンテナンスを行っている。
なお，河川系機械設備の維持管理システムに

ついては，平成 26 年度より先行的に運用を開
始しており，道路系についても平成 27 年度よ
りデータ整備に着手している。

2）　データの信頼性確保
データベースの信頼性を確保するため，関東
維持管理技術センターではデータの一括管理を
行っている。具体的には，各直轄事務所が取得
した点検・整備データについて，システムへの
入力ルール（形式・データ長）が徹底されてい
るか，必要な情報が漏れなく記入されているか
等を確認し，各直轄事務所との対話によって適
正な内容への修正を行っている。また，入力ル

図－ 6　傾向管理評価シート（案）の例
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ールは，マニュアル化（図－ 8）して各直轄事
務所に配布するとともに，不明・疑義に対する
問い合わせ窓口として個別の案件にも回答する
体制をとっている。

3）　説明会の実施
毎年，各直轄事務所の機械設備管理担当職員
と機械設備点検業務の受注者（担当技術者）を
対象として，機械設備維持管理システムデータ
の作成に係る説明会を開催している（写真－ 3）。
機械設備は構成機器が多いことから，維持管
理システムへの入力項目が多く，マニュアルだ
けでは入力方法が確定できない事項も多いた
め，説明会を行うことにより理解が深まると考
えている。

図－ 7　機械設備維持管理システム（画面例）

図－ 8　操作マニュアル
写真－ 3　説明会実施状況
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また，各直轄事務所や点検業者からの意見や
疑義に応じて，マニュアル自体の改良も加えて
いる。

3.	 地方公共団体等への支援

関東維持管理技術センターでは，地方公共団体
等に対し，河川施設，道路構造物および機械設備
に関する技術的支援および研修を行っている。

⑴　技術的支援
地方公共団体からの依頼を受け，損傷が発見さ
れた当該地方公共団体の管理構造物について技術
的支援（例：合同現地調査，詳細調査や対策検討
等に関する技術的助言等）を実施している（写真
－ 4）。

⑵　研　　修
地方公共団体等の職員の技術力育成のため，定
期点検要領に基づく道路橋およびトンネルの点検
に最低限必要な知識・技能等の習得を図ることを
目的とした「道路構造物管理実務者研修」（写真
－ 5）等，河川施設・道路構造物・機械設備の維
持管理に関する研修において，研修講師，現地で
の点検実習の運営，研修関係資料の作成等を担当
している。

写真－ 4　地方公共団体との合同現地調査の状況

写真－ 5　研修の状況（上：講義，下：点検実習）

【地方公共団体等の職員を対象とした維持管理に

係る研修等】（関東地整主催）

①　道路構造物管理実務者研修

　　（橋梁初級Ⅰ），（橋梁初級Ⅱ），（トンネル）

②　河川管理実務者研修

　　（例：河川施設の点検実習等）

③　機械設備維持管理（河川）研修

　　（例：維持管理関連座学等）

④　排水機場ポンプ設備運転操作講習会

　　（例：故障事例紹介・診断技術講習等）

《参考：センター活動以外》

●�i-Construction（ICT 施工）技術講習会・技

術見学会（例：マシンガイダンスによるバック

ホウ掘削等の講習・見学等）

●�i-Construction 実技講習会（例：UAV・GNSS�

・ICT 建機等を使った実践的な実習）
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4.	 直轄管理施設への技術的支援

直轄管理施設の点検・診断，不具合への対応等
として，直轄事務所の技術職員・橋梁検査員・橋
梁点検員への技術指導（写真－ 6）を行っている。
また，技術検討会の委員，関東地方整備局管内の
都県ごとに設置されている道路メンテナンス会議
のオブザーバーとして，参画している。

5.	 多様な機関との連携等

国土交通省国土技術政策総合研究所（以下，「国

総研」という。）や土研と連携して，技術開発や
地方公共団体・直轄管理施設への技術的支援，関
係機関との意見交換等を行っている（図－ 9）。

6.	 情報発信

技術講演会等における発表（図－ 10），技術雑
誌への投稿，ホームページへの掲載（図－ 11）
等による情報発信を進めている。
また，国土交通省国土技術研究会，土研新技術
ショーケース，建設技術展示館（関東技術事務所
構内）等において技術センターの活動を紹介する
パネル展示（写真－ 7，8）を行っている。

写真－ 6　  直轄事務所職員等との 
橋梁合同点検

図－ 9　国総研・土研との連携イメージ

図－ 10　技術講演会等への論文投稿の例
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7.	 そ の 他

夏休み親子防災教室等のイベントや建設技術展
示館（関東技術事務所構内）において，社会資本
の維持管理に関するパネル展示（写真－ 9）を行
っている。

8.	 おわりに

今後も，国総研，土研，他の地方整備局等と連
携を図りつつ，技術開発等を進め，その成果を現
場にフィードバックしていくとともに，管理者と
して必要な技術力の育成や地方公共団体・直轄管
理施設への技術的支援も積極的に行っていくこと
により，より一層の効率的かつ効果的なメンテナ
ンスサイクルの実現を図っていく。

（次号は，北陸雪害対策技術センターを紹介しま
す。）

図－ 11　関東維持管理技術センター・ホームページ

写真－ 7　  平成 29年度国土交通省国土技術研究会に 
おける技術センターパネル展示の状況

写真－ 8　  土研新技術ショーケース 2017における 
技術センターパネル展示の状況

写真－ 9　  「道路の老朽化に関するパネル展」の 
開催状況（船橋防災センター内）
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